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実行委員会へ改組
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昨
年
七
月
三
日
、

昨
年
1
2
月
2
1
日
の
設
立
総
会
で
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秋
季
大
会
を
、
京
都
府
で
開
催
す
る
こ
と
が
正
式
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決
定
さ
れ
、
い
よ
い
よ
実
行
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
市
で
は
、
五
十
八
年
十
月
に
設
立
し
国
体
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準
備
を
進
め
て
き
た
「
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会
宇
治
市
準
備
委
員
会
」
を
、
去
る
十
二
月
二
十
一
日
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に
「
実
行
委
員
会
」
に
発
展
的
に
改
組
。
構
成
委
員
も
百
二
十
六
名
か
ら
三
百
五
十
七
名
に
拡
充
し
、
二
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年
半
後
の
京
都
国
体
開
催
に
向
け
て
、
諸
事
業
の
充
実
、
完
成
に
ま
い
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会
宇

治
市
準
備
委
員
会
は
、
去
る
十
二

月
二
十
一
日
午
後
二
時
か
ら
、
宇

治
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
第
四

回
総
会
と
、
宇
治
市
実
行
委
員
会

第
一
回
総
会
を
開
皮
蛋
し
た
。

　
準
備
委
員
会
第
四
回
総
会
で
は
、

実
行
委
員
命
一
へ
の
組
織
拡
充
に
よ

る
新
委
員
二
百
三
十
一
名
を
紹
介
、

現
在
の
準
備
状
況
、
第
四
十
三
回

国
体
の
正
式
決
定
な
ど
、
四
項
目

に
つ
い
て
報
告
し
た
φ
と
審
議
に

入
り
、
新
役
員
の
委
嘱
・
承
認
、

宇
治
市
実
行
委
員
会
の
設
立
の
決

議
の
ほ
か
、
同
委
員
会
会
則
か
制

定
し
ま
し
た
。
続
い
て
の
実
行
委

員
会
第
一
回
総
会
で
は
、
実
行
委

員
会
専
門
委
員
会
規
程
と
、
同
委

員
会
へ
の
付
託
・
委
任
事
項
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
の
設
立
に
つ
い
て

は
、
国
体
の
憲
法
と
も
い
わ
れ
る

国
民
体
育
大
会
開
催
基
準
要
項
の

第
二
三
項
第
一
号
の
規
定
に
萬
つ

▲京都国体成功へ万全を期す（昨年12月21日・実行委員会第１回総会）

い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
京
都
国

体
の
正
式
決
定
と
相
ま
っ
て
、
今

後
は
競
技
、
式
典
、
施
設
、
輸
送
、

交
通
対
策
、
消
防
・
警
備
、
宿
泊
、

医
療
、
衛
生
、
観
光
、
接
待
な
ど

各
分
野
で
の
具
体
的
な
事
項
の
計

画
、
実
施
を
進
め
る
こ
と
に
な
り

東
丿
。

　
宇
治
市
実
行
委
員
会
の
役
員
の

皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
▼
会
長
・
池
本
正
夫
（
市
長
）

▼
副
会
長
・
北
村
庄
嗣
（
市
議
会

議
長
）
、
同
古
池
二
巳
雄
（
教
育

委
員
会
委
員
長
）
、
同
和
田
安
価

　
（
体
育
協
会
会
長
）
、
同
藤
井
政

信
（
体
育
振
興
会
錨
昌
会
長
）

同
石
井
常
夫
（
助
役
）
▼
常
任
委

員
（
三
十
九
人
）
。

京
都
国
体
の
成
功
へ

市
民
の
英
知
と
力
を

　
京
都
国
体
で
は
、
夏
季
大
会
に

水
泳
以
下
五
正
式
競
技
、
秋
季
大

会
に
は
陸
上
競
技
以
下
三
十
一
正

式
競
技
と
二
公
開
競
技
、
そ
し
て

初
め
て
加
え
ら
れ
た
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
行
事
四
競
技
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

63年京都国体

宇治市開催競技・種別と選手団人数

　　　　（競技会場は予定地･単位は人数）

　
そ
の
会
翠
治
市
で
は
左
表
の

三
競
技
が
行
幻
れ
、
特
に
夏
季
の

水
泳
で
は
宇
治
市
が
メ
イ
ン
会
場

と
な
り
、
大
会
の
開
・
閉
会
式
が

行
ｐ
れ
ま
す
。

　
こ
の
京
都
国
体
は
、
二
巡
目
初

回
大
会
と
し
て
、
成
年
二
部
の
設

雙巡

置
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
行

事
の
実
施
、
採
点
方
法
の
簡
略
化

な
ど
、
回
期
的
な
事
項
が
新
し
ぐ

加
え
ら
れ
、
二
巡
目
以
降
の
「
モ

デ
ル
国
体
」
と
し
て
全
国
か
ら
の

注
目
か
浴
び
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
運
動
で

　
　
人
づ
く
り
・
町
づ
く
り

　
従
っ
て
、
こ
の
二
巡
目
初
回
の

貴
務
を
果
た
す
フ
え
で
も
、
六
十

三
年
京
都
国
体
は
立
派
に
成
功
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
は
、
大
会
運
営
へ
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
力
強
い
協
力
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
国
体
は
、
単
に
競
技
を
開

催
す
る
と
い
ラ
だ
け
で
な
く
、
選

手
団
欠
呼
応
全
国
か
ら
参
集
す

る
人
た
ち
の
心
の
触
れ
合
い
の
場

で
も
あ
り
ま
す
。

　
大
会
に
来
宇
て
る
選
手
団
の
人

数
は
左
表
の
通
り
で
す
が
、
こ
れ

に
役
員
ほ
か
大
会
関
係
者
を
含
め

る
と
、
ピ
ー
ク
時
一
日
、
夏
は
約

心

･水　　泳

競

技
会
場

種　　　別
算　定　基　礎

監督 選手 県数小計合計

太

陽

が
丘
水

泳
場

競

泳

成年男子１部

３
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52
以内
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１県
　55
以内
瑠

一
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晋
一

成年男子２部

少年男子

成年女子
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少年女子

飛び込み １ ８ 47 423

▲高さに挑む（60年10月・市民

　スポーツまつり）

三
千
人
、
秋
に
は
約
二
干
八
の
来

訪
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
人
た
ち
を
温
か
ぐ
迎

え
、
清
潔
で
美
し
い
環
境
の
下
で

気
持
ち
良
く
活
躍
し
、
観
覧
で
き

る
ぶ
コ
、
親
切
運
動
、
環
境
美
化

運
動
な
ど
の
市
民
運
動
の
推
進
が

必
要
で
す
。

　
こ
れ
は
裏
面
の
地
味
な
活
動
で

す
が
、
表
面
の
競
技
運
営
と
一
体

的
な
も
の
で
、
運
動
の
成
否
は
国

体
の
成
功
を
左
右
す
る
重
要
な
役

割
を
持
ち
、
更
に
将
来
の
郷
土
づ

く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も

の
で
す
。
現
在
、
「
新
し
い
歴
史

に
向
か
っ
て
走
ろ
う
宇
治
市
市
民

運
動
推
進
協
議
？
の
設
立
に
向

け
て
努
力
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の

た
め
で
す
。

　
こ
の
市
民
運
動
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
実
践
、
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
は
に
ゐ
て
成
果
を
挙
げ
る
こ

と
が
出
来
る
も
の
で
、
市
民
総
参

加
の
積
極
的
な
活
動
が
望
ま
れ
ま

す
。

疹
秋　季　大　会

　
六
十
一
年
度
版
「
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
に
掲
載
す

る
写
真
募
集
の
受
け
付
け
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
市
受
結
ぶ
か
け

橋
と
し
て
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

と
手
び
き
」
を
五
十
九
年
度
か

ら
発
行
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た

の
力
作
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲載写真を募集中

　
募
集
要
項

　
受
け
付
は
1
8
日
ま
で

▼
テ
ー
マ
・
・
・
「
四
季
を
通
じ
た

　
市
民
の
ふ
れ
あ
い
」
＝
市
の

　
行
事
や
観
光
行
事
を
通
じ
て
、

　
市
民
の
触
れ
合
い
の
様
子
を

　
季
節
感
を
入
れ
て
。

▼
応
募
資
格
…
市
内
に
在
住
・

　
通
勤
・
通
学
す
る
人
。

▼
規
格
…
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、

　
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
Ｌ
人
Ｌ
点
。

　
原
版
ポ
ジ
ー
ネ
ガ
も
同
時
提

　
出
の
こ
と
。
新
し
い
作
品
で

　
単
写
真
、
未
発
表
の
も
の
。

▼
受
付
期
間
・
：
１
月
1
8
日
出
ま

　
で
。

▼
応
募
先
・
・
・
応
募
作
品
の
裏
面

　
に
題
名
、
簡
単
な
写
真
説
明
、

　
撮
影
年
月
日
、
撮
影
場
所
、

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

　
明
記
し
、
封
筒
に
「
市
民
力

　
レ
ン
ダ
　
１
応
募
写
真
」
と
朱

　
書
き
の
う
え
、
宇
治
市
役
所

　
広
報
課
（
〒
ｍ
宇
治
市
宇
治

　
琵
琶
3
3
）
ま
で
（
当
日
の
消

　
印
有
効
、
持
参
も
可
）
。

▼
そ
の
他
・
：
応
募
作
品
の
版
権

　
は
市
に
帰
属
し
ま
す
。
応
募

　
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
応

　
募
作
品
は
カ
レ
ン
ダ
ー
以
外

　
の
市
の
刊
行
物
に
使
用
す
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

　
採
用
分
に
は
記
念
品
ｍ
呈
。
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　太陽が丘
　第１野球場
　第2野球場
　第3野球場
　85 4野球場
　黄緊公園野球場

成年男子l部１ 12 14 182

498

成年男子２部 12 10 120

少年女子 １ 13 14 196

計 ２ 37 38 498

543

サッカー Rw

競技会場 種別
算　定　基　礎

lit 選手県数小計合計

太陽が丘
　陸上競技場・第２

　競技場・球技場Ａ

　・球技場Ｂ

西宇治公園グランド

少年男子１ 15 32 512 512

C幽d， ソフトボール

第43回国民体育大会宇治市準備委員会

61年庫版市民カレンダー
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２月28日まで開設
　
不
用
－
回
報
セ
ン
タ
ー
に
現
在

登
録
さ
れ
て
い
る
品
物
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。
今
ま
で
に
提
供

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
品
物
も
多

数
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
家
庭
に
眠
っ
て
い
る

不
用
品
を
有
効
に
生
か
し
て
い
た

だ
ぐ
た
め
、
不
当
稽
報
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
て
い
ホ
チ
。
今
回
の

期
間
は
二
月
二
十
八
日
ま
で
で
す
。

　
譲
っ
て
欲
し
い
物
、
譲
り
た
い

物
は
、
今
す
ぐ
不
用
品
情
報
セ
ン

タ
ー
へ
登
録
し
で
ぐ
だ
さ
い
。
登

録
方
法
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
観
光
課
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

▼
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

　
〒
6
1
1
宇
治
市
宇
治
菱
E

3
3
宇
治
市
役
所
商
工
観
光

課
消
費
生
活
係
（
窓
了
１

４
１
）

登録中の品物（61年１月７日現在)

・譲ります

　レザー張りいす、スリッパ立て、座敷机、ベッ

ド（ダブル・二段・ベビー）、テニスラケット、

冷凍冷蔵庫、電気あんま機、電気炊飯器、電気オ

ルガン、ガスフアンヒーター、ガスストーブ、ひ

ようたん形池、車いす、三面鏡、電気あんか、電

子敷毛布、カーペット、応接セット、クラリネッ

ト、籐敷物、編み機、ゴム編み機、編み機台、ラ

ジコン飛行機、和文タイプライター、ロッカー、

ﾍﾞビーフェンス､ベビーた

んす､電気ブーツ､アイロ　　　６　乙

ン､石油ファンヒーター。　　

4§JIU§jS9

建
設
工
事

測
量
・
コ
ン
サ
ル

物
品
・
役
務

業
者
の
登
録
申
請

２
月
2
0
日
か
ら
受
け
付
け

　
市
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
指

名
業
者
の
資
格
審
査
の
申
請
を
次

の
要
領
で
受
け
付
け
ま
す
。
申
請

さ
れ
て
い
な
い
と
、
工
事
、
測
量

と
コ
ン
サ
ル
業
務
、
物
品
の
供
給

な
ど
の
指
名
競
争
入
札
な
ど
に
参

■譲ってください

　シングルベッド、テレビ、ピアノ、三輪自転

車、自転車、スーツケース、ペビーカー、もちっ

き用せいろ一式、子ども用自転車、三輪車、ガス

湯沸かし器、剣道具一式、オルガン、乳母車、本

箱、ホームこたつ、扇風機,エレクトーン、ベビ

ー運搬用かご、スキー靴・板√オーブンレンジ、

ベビーチェア、全自動カメラ、食卓テーブル、火

鉢、ビデオデッキ。

加
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
受
付
期
間
と
場
所

　
２
月
2
0
日
出
～
2
8
日
吻
、
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
た
だ

し
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
と

土
曜
日
の
午
後
、
日
曜
日
は
除
く
）

場
所
は
市
役
所
第
一
プ
レ
ハ
ブ
庁

舎
一
階
。

受
付
業
務
と
区
分

　
次
の
３
業
種
区
分
ご
と
に
受
け

付
け
ま
す
。
▽
建
設
工
事
関
係
・
：

建
築
や
土
木
な
ど
の
エ
事
▽
測
量

・
建
設
コ
ン
サ
ル
関
係
…
測
量
や

建
築
設
計
、
地
質
調
査
、
建
設
コ

ン
サ
ル
な
ど
▽
物
品
・
役
務
関
係

…
物
品
供
給
や
製
造
の
請
負
、
各

種
の
役
務
提
供
な
ぺ

　
入
札
参
加
資
格

　
次
の
各
号
の
１
に
該
当
す
る
人

　
（
業
者
）
は
登
録
申
請
で
き
ま
せ

ん
。
▽
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者

並
び
に
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い

人
▽
昭
和
6
1
年
３
月
3
1
日
現
在
で

当
該
営
業
開
始
後
２
年
未
満
の
人

　
（
建
設
工
事
関
係
業
種
で
は
、
建

設
業
法
に
よ
る
営
業
の
許
可
、
測

量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
関
係
業
種

で
は
、
業
務
ご
と
に
市
が
定
め
る

営
業
に
関
す
る
登
録
、
物
品
や
役

務
関
係
業
種
で
は
、
当
該
営
業
を

行
シ
た
め
に
必
要
な
許
認
可
等
を

得
た
後
２
年
未
満
の
人
）
▽
直
前

２
年
の
各
営
業
年
度
に
営
業
実
績

高
の
な
い
人
▽
宇
治
市
税
か
翁
納

し
て
い
る
人
。

　
申
請
に
必
要
な
書
類

　
申
請
書
、
印
鑑
証
明
書
、
登
記

簿
謄
・
ぶ
、
許
認
可
等
証
明
書
な
ぺ

　
こ
の
ほ
か
必
要
な
書
類
、
記
入

方
法
な
ど
申
請
に
つ
い
て
の
詳
し

い
こ
と
は
、
「
申
請
要
領
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
申
請
要
領
の
請
求

や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
管
財
契
約

課
ま
で
お
越
し
こ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
’
（
管
財
契
約
課
）

　
　
う
し
Ｌ
ご
、
の
し
匹
う
　
お
う
ぱ
く
さ
人
ま
人
ぶ
く

　
宇
治
市
五
回
庄
の
黄
槃
山
万
福

寺
の
近
く
で
は
、
毎
年
の
お
正
月

　
お
・
Ｚ
．
　
　
た
　
　
　
Ｉ
―
う
し

に
行
わ
れ
る
馳
し
い
行
事
が
、
い

く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
い

ま
で
は
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
ち
か
　
　
　
と
し
ょ

の
で
。
近
く
の
お
年
寄
り
を
た
ず

ね
て
、
む
か
し
の
行
事
の
よ
う
す

を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　
「
こ
の
在
所
は
な
、
む
か
し
は

ご
、
の
Ｌ
Ｉ
う
　
ぉ
わ
だ
。
も
　
　
　
　
な

五
回
庄
の
大
和
田
槙
と
い
う
名
で

な
ヽ
桧
の
も
の
は
い
つ
も
枇
の
中

　
　
　
　
ぞ
う
り
ん
じ
　
あ
っ

に
あ
る
蔵
林
寺
に
集
ま
っ
た
も
ん

　
　
　
　
　
　
支
い
と
し
し
１
う
か
っ
　
　
　
か

じ
ゃ
っ
た
。
毎
年
正
月
十
四
日
の

即
の
作
れ
か
ら
は
な
、
ｊ
即
φ

ち
″
。
と
い
う
お
ま
い
り
が
あ
っ
て

大和田村の

ダイダイコチ

な
あ
…
…
。

　
μ
ｔ
ど
う
　
ま
え
　
じ
め
ん

　
本
堂
の
前
の
地
面
に
む
し
ろ
を

敷
い
て
、
み
ん
な
が
そ
こ
に
座
っ

て
十
四
Ｆ
の
外
即
を
聯
ん
で
な
ヽ

　
　
ぱ
　
ほ
ん
ど
う
　
な
か
　
よ
あ

そ
の
咆
は
本
堂
の
中
で
夜
明
か
し

を
し
て
な
、
十
五
日
の
夜
明
け
に

　
　
　
　
　
ひ
　
で
　
お
が

な
っ
た
ら
日
の
出
を
拝
む
の
や
。

　
十
四
日
の
咆
に
は
な
ヽ
根
の
子

供
た
ち
も
、
た
ん
と
寄
っ
て
来
よ

る
ん
で
な
、
禄
叩
き
を
さ
せ
て
や

る
ん
や
。
近
所
の
家
か
ら
な
、
注

連
販
に
使
う
た
っ
た
祖
を
も
ろ
て

き
て
な
。
か
に
あ
ぶ
っ
て
や
わ
ら

こ
う
し
て
な
、
ち
ょ
う
ど
卵
み
た

い
に
ゆ
が
め
て
な
、
一
メ
ー
ト
ル

⑩

　
子
供
た
ち
が

き
よ
る
と
な
、

か
た
る
や
ろ
ヽ

ま
つ
や
ぜ
ん
べ
が
　
き
た
わ

い
な
　
さ
あ
分
か
れ
ま
し
ょ

も
の
も
う
　
ど
Ｉ
れ

そ
倣
た
ち
が
Ｉ
ペ
ん
に
彫
を
恰

　
　
　
　
　
ひ
と
り
　
　
　
　
た
．
い
た
’
い

か
だ
け
に
肌
び

っ
た
や
服
は
ミ

カ
ン
が
貰
え
る
ん
や
。
ぎ
ょ
う
さ

ん
な
や
倣
が
な
ヽ
四
つ
も
五
つ
も

喩
を
削
っ
て
な
、
え
き
な
蔵
で
み

ん
な
が
。
だ
い
だ
い
こ
ち
　
と
う

な
・
ほ
ん
で
な
ヽ
や
尉
た
ち
は
お

恥
φ
ち
の
こ
と
を
な
、
ダ
イ
ダ
イ

コ
ー
チ
と
か
ん
ど
っ
た
な
あ
」
。

　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

544

　
毎
年
一
月
一
日
現
在
、
市
内
で
償
却

資
産
を
所
有
し
、
事
業
（
工
場
・
事
業

所
・
商
店
な
ど
）
の
た
め
に
使
用
し
て

い
る
人
は
、
所
定
の
申
告
を
し
て
い
た

だ
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
・
家
屋
以
外

の
有
形
の
固
定
資
産
の
ラ
ち
事
業
に
使

用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
減
価
償

却
額
（
費
）
か
法
人
税
法
ま
た
は
所
得

税
法
の
う
え
か
ら
、
損
金
や
必
要
経
費

に
算
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
次
の
よ
シ
な
も
の
が
償
却

資
産
と
な
り
ま
す
。

▽
構
築
物
・
：
事
業
所
内
の
舗
装
部
分
、

急いでください

償却資産の申告

　　　　１月31日まで
　
門
、
ネ
オ
ン
塔
、
土
木
設
備
な
ど
。

▽
機
械
・
装
置
・
・
・
各
種
機
械
、
装
置
、

　
冷
暖
房
設
備
な
ど
。

▽
工
具
や
器
具
・
備
品
…
計
算
機
、
い

　
す
、
口
″
カ
ー
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、
陳

　
列
ケ
ー
ス
、
金
庫
な
ど
。

　
申
告
書
は
、
一
月
三
十
一
日
㈹
ま
で

に
、
総
務
部
資
産
税
課
へ
提
出
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

　
な
お
、
記
載
方
法
や
償
却
資
産
の
対

象
・
範
囲
な
芦
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、

資
産
税
課
（
き
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
資
産
税
課
）

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

消
費
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

ほ
と
ん
ど
の
家
庭
に
訪
問
販
売

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ

　
　
　
は
書
面
で

増
加
傾
向
の

　
　
消
費
者
信
用

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

不用品情報センターへ欲しい物

譲りたい物
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１月19日(日)に開催

　
一
月
十
九
日
㈲
に
、
第
十
五
回

目
の
市
民
カ
ル
タ
大
合
一
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
六
十
や
八
が
参
加
し

て
熱
戦
を
展
開
。
競
技
は
ま
ず
各

ク
ラ
ス
共
六
、
七
人
ず
つ
に
分
か

れ
て
の
バ
ラ
取
り
で
開
始
。
上
位

士
ハ
人
か
選
出
し
、
次
に
そ
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
一
対
一
の
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
順
位
を
決
定
し
未
了
。

各
ク
ラ
ス
共
、
一
位
か
ら
四
位
ま

で
に
は
賞
状
と
賞
品
を
お
贈
り
し

ま
す
。
ご
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
ｙ
と
き
・
：
１
月
1
9
日
間
、
午
前

1
0
時
（
受
け
付
け
は
９
時
半
か
ら
）

ｙ
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館
会
議
室

▼
ク
ラ
ス
・
：
Ａ
級
（
経
験
者
）
、
Ｂ

級
（
初
心
者
）
、
Ｃ
級
（
小
学
校
低
学

年
）
▼
参
加
費
・
：
小
・
中
学
生
は
3
0
0

円
、
高
校
生
以
上
は
5
0
0
円
▼
申
し

込
み
・
：
当
日
直
接
会
場
へ
▼
問
い

合
わ
せ
…
青
柳
五
一
さ
ん
（
豊
⑩

市
民
体
育
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ
★

6
0
年
１
月
１
日
に

　
国
籍
法
が
改
正
施
行

　
昭
和
六
十
年
の
一
月
一
日
か

ら
、
改
正
国
籍
法
が
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
①
昭

和
四
十
年
一
月
一
日
か
ら
五
十

九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
②
日
本
国
民
で
あ
っ

た
こ
と
が
無
く
、
③
出
生
時

に
母
が
日
本
国
民
で
あ
り
、
④

そ
し
て
母
が
現
在
、
ま
た
は
死

亡
時
に
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

Ｉ
の
、
四
つ
の
条
件
を
備
え
て

い
る
外
国
人
は
、
法
務
大
臣
へ

届
け
出
れ
ば
日
本
国
籍
を
取
得

市
民
体
育
課

電
話
2
2
3
1
4
1

出
来
る
ふ
つ
に
な
り
ま
し
た
。

采
ま
す
）
。
選
手
―
人
の
合
計
体
重

が
5
6
0
キ
ロ
鰐
以
下
で
あ
る
こ
と
▼

参
加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
…
１
月
1
7
日
白
ま
で
に

所
定
の
申
込
用
紙
（
市
民
体
育
課

に
あ
り
乖
ｙ
）
を
市
民
体
育
課
へ
。

　
な
お
、
優
勝
チ
ー
ム
は
、
３
月

2
1
日
脚
に
行
わ
れ
る
府
民
ト
リ
ム

の
集
い
（
綱
引
き
の
部
）
に
本
市
の

代
表
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
ず
。

　
　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
　
初
心
者
講
習
会

　
宇
治
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会

の
主
催
で
行
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
毎
月
第
１
日
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
正
午
Ｔ
月
の
み
第

２
日
曜
日
の
1
2
日
）
▼
と
こ
ろ
…

宇
治
公
民
館
▼
内
容
…
基
本
ス
テ

ッ
プ
の
講
習
▼
参
加
費
・
：
―
回
3
0
0

円
▼
申
し
込
み
…
各
開
催
日
に
直

接
会
場
へ
▼
問
い
｛
お
せ
・
：
岡
村

光
芳
さ
ん
（
豊
⑩
4
3
4
3
）
へ
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
指
導
者
養
成
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
１
日
出
の
午
後

２
時
～
２
日
間
の
午
後
５
時
（
１

泊
２
日
）
と
、
２
月
７
日
倒
～
３

月
2
6
日
困
の
毎
週
水
曜
日
、
金
曜

日
の
1
3
日
間
（
３
月
2
1
日
冊
は
除

く
）
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時

～
９
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
く
つ
わ
池
青

在
ま
で
の
に
の
戸
（
除
）
籍
謄
本

　
（
母
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は

死
亡
時
ま
で
の
も
の
）
③
外
国

方
式
で
父
母
が
婚
姻
し
、
そ
の

こ
と
が
母
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
婚
姻
を
証
明

国
籍
取
得

届
け
出
は
6
2
年
末
ま
で
に

　
法
務
局
へ
の
届
け
出
は
、
本

人
が
十
五
歳
以
上
の
場
合
は
本

人
自
身
が
．
十
五
歳
禾
満
の
場

書
、
出
生
証
明
書
、
出
産
の
事

実
を
記
載
し
た
母
子
ぼ
堕
甫

な
芦
②
本
人
の
出
生
時
か
ら
現

　
届
け
出
に
際
し
て
は
、
次
の

こ
と
に
も
注
意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
①
届
け
出
は
、
法
務
局
で
受

五
ヶ
庄
西
浦

　
中
田
　
由
紀
ち
ゃ
ん

少
年
山
の
家
（
２
月
１
日
、
２
日
）
、

中
央
公
民
館
実
習
室
（
２
月
７
日

以
降
）
▼
内
容
・
：
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
論
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
論
、
ゲ
ー
ム
や

ダ
ン
ス
な
ど
の
理
論
と
実
技
▼
講

師
・
：
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
上
級
指
導
者
・
中
本
健
三
さ
ん

外
▼
対
象
・
：
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
指
導
に
関
心
の
あ
る
人
ま
た
は

　ゆきちゃんは、やさしい女の子。

肩たたきで、いつもおばあちゃん

の体をいたわってあげています。

　この欄に掲載するお子さん（60

年１月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

指
導
者
▼
定
員
・
：
4
0
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
…
４
千
5
0
0
円
（
宿
泊
・

食
事
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
実
費
）

▼
特
典
・
：
講
習
会
修
了
者
は
、
日

本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
公
認

２
級
指
導
者
申
請
資
格
が
得
ら
れ

水
子
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
・
・
１
月
Ｈ
日
か
ら
市
民
体
育
課
へ

直
接
。

お
知
ら
せ

　
や
ま
ぶ
き
学
級

　
　
新
年
の
つ
ど
い

　
▼
と
き
…
１
月
2
6
日
囲
、
午
後

１
時
Ｉ
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合

福
祉
会
館
３
階
和
室
▼
内
容
・
：
書

き
初
め
と
合
評
会
、
ぜ
ん
ざ
い
を

け
付
け
後
は
取
り
下
げ
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
②
日
本
国
籍
取

得
後
は
、
現
在
の
外
国
籍
か
モ

の
国
の
法
律
に
よ
り
失
ラ
場
合

が
あ
り
米
沢
韓
国
な
ど
）
③
ま

た
日
本
国
籍
取
得
後
は
、
日
本

人
の
父
ま
た
は
母
な
ど
の
氏
を

称
し
、
そ
の
戸
籍
に
入
籍
さ
れ

車
４
　
そ
の
為
、
市
役
所
に
戸

籍
の
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
⑤
日
本
国
籍
取
得
後

に
重
国
籍
と
な
っ
た
場
合
は
、

法
律
で
定
め
る
期
限
ま
で
に
い

ず
れ
か
の
国
籍
か
選
択
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
詳
し
ぐ
は
、

京
都
地
方
法
務
局
戸
籍
課
（
豊

０
７
ｙ
酌
か
１
３
１
）
へ
お
問

ｋ
Ｂ
せ
く
だ
さ
い
。
（
市
民
課
）

食
べ
な
が
ら
の
交
流
会
▼
対
象
・
・
・

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
め
て
い

る
心
身
障
害
者
で
。
義
務
教
育

か
終
了
し
養
護
学
校
へ
通
学
中
で

な
い
人
（
介
護
を
要
す
る
場
合
は

保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
毒
了
）
▼
参
加
費
・
：
約

3
0
0
円
▼
持
参
品
・
・
・
汚
れ
て
も
よ
い

服
装
▼
申
し
込
み
…
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
酋
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
な
お
、
作
品
か
雨
に
央
公
民
館
へ

展
示
す
る
こ
と
も
予
定
し
て
い
ま

市民アトリエ手染め教室の日程表

尤　　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
独
居
老
人
の
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
：
１
月
2
1
日
㈹
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
…
総

合
福
祉
会
館
料
理
講
習
室
▼
対
象

…
市
内
に
在
住
す
る
6
5
歳
以
上
の

　
一
人
暮
β
し
の
人
▼
定
員
…
3
0
人

　
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
…

1
0
0
円
▼
持

　
参
品
・
：
エ
プ
ロ
ン
▼
申
し
込
み
…

　
１
月
1
1
日
出
か
ら
社
会
福
祉
協
議

　
会
（
豊
⑩
5
6
5
0
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
市
民
ア
ト
リ
エ

　
　
　
手
染
め
教
室

　
手
軽
な
型
染
め
で
、
テ
ー
ブ
ル

ク
ロ
ス
を
作
り
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
左
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
▼
講

師
・
：
元
京
都
芸
術
短
期
大
学
講
師

　
・
吉
田
誠
さ
ん
▼
対
象
：
市
内
在

住
の
婦
人
▼
定
員
・
・
・
2
5
人
（
先
着

順
）
▼
教
材
費
・
：
２
千
円
▼
申
し

込
み
…
１
月
Ｈ
日
出
か
呆
幡
公

一
民
館
（
き
⑩
8
2
9
0
）
へ
電
話
か

直
接
来
館
で
。
（
木
幡
公
民
館
）

　
　
世
代
間
交
流
教
室

　
世
代
夕
越
え
た
触
れ
合
い
で
得

ら
れ
る
温
か
い
家
族
関
係
や
モ
ラ

ル
な
ど
に
つ
い
て
考
兄
ま
す
。

　
▼
日
程
と
内
容
・
：
左
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
公
民
館
▼
対

象
・
：
市
内
在
住
の
人
▼
申
し
込
み

…
宇
治
公
民
館
（
ａ
⑩
2
8
0
4
）

へ
電
話
ま
た
は
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

月日 時間 内　　容

1mm い
ず
れ
も
午
後
２
時
Ｓ
４時

講義：染色について
下絵説明

2／7出 型作り{12万七､型彫り

2/u溺 型作り（前回の続き）

2/21(勿 テーブルクロスの染色

2/2と咄 作品の仕上げと講評

　
児
童
書
の
特
別
展
示

　
中
央
図
書
館
の
児
童
書
マ
・
・
ナ

・
‐
‐
で
は
、
二
月
二
十
七
日
困
ま
で

「
ゆ
ト
唇
や
ポ
ン
ポ
ン
雪
の
本
」

と
題
し
て
、
ぶ
戸
に
関
連
し
た
児

童
書
の
特
別
展
示
と
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
未
了
。
絵
本
や
読
み
物

な
ど
、
た
っ
ぷ
り
そ
馬
え
ま
し
た
。

ご
家
族
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
農
業
委
員
会

　
選
挙
人
名
簿
の
調
整

　
農
業
委
員
会
で
は
、
昭
和
六
十

一
年
一
月
一
日
現
在
で
、
選
平
入

名
簿
に
登
載
出
来
る
人
を
調
査
し

て
い
康
ｙ
。
登
載
申
請
書
の
提
出

期
限
は
一
月
十
日
金
で
す
。
ま
だ

提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急
最

寄
り
の
農
協
各
支
店
か
農
業
委
員

会
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

　
　
マ
リ
ー
ン
ピ
ア

　
　
　
雪
ま
つ
り

　
▼
と
き
・
：
２
月
８
日
出
午
後
４

時
半
～
９
日
㈲
午
後
２
時
の
１
泊

－
　
　
　
1
1
1

2
日
▼
と
こ
ろ
・
：
府
立
青
少
年

海
洋
セ
ン
タ
人
宮
津
市
）
▼
内
容

…
雪
中
運
動
会
、
ク
ラ
フ
ト
製
作

な
ど
▼
対
象
・
：
小
学
校
４
、
５
、
６

年
生
、
ま
た
は
そ
の
親
子
▼
定
員

5
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
…
小
学

生
３
千
円
、
保
護
者
４
千
5
0
0
円
▼

申
し
込
み
・
：
１
月
2
7
日
囲
ま
で
に

府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
容

0
7
7
2
2
②
0
5
0
1
）
へ
。

　
　
（
京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
）

世代間交流教室の日程表

と　き テーマと内容 講　師

　l/27(fl)

午前9時50分

　　　～正午

・開講式

・明るく円満な暮らし①

伝承(暮らしにかかゎるしき

　　　た') ■ならゎしなど）

京H文iﾋti期大了助教綬

吉村亨さん

　2／7 吻

午前10時

　　～正午

･明るく円満な暮らし②

　　あたたかな家族関係

京il府立人学教授

光信隆夫さん

　2/14(4)
午印O時
　　~正午

・明るく円満な暮らし③

　　社会生活とモラル

宇冷幼稚園・艮

笠鴫教瑞さん

宇
治
文
化
セ
ン

タ
ー有馬龍

子バレ

エ団公

演

チャイコフスキーＰ

一全幕－白鳥の湖

2月23日(日)PM2:00開演　文化会館大ホール
◇全自由席(大人2,000円,学生・子ども1,500円)

Ｉ問い合わせは・宇治市文化センター　電話202111

545

合
は
法
定
代
理
人
（
親
権
者
、

後
見
人
な
ど
）
が
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
届
け
出
に
必
要
な

　
　
添
付
書
類

届
け
出
に
際
し
て
の

　
　
注
意
事
項

0
5
2
5
）
へ
▼
主
催
・
・
・
宇
治
市

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
。

　
　
　
　
　
◇

　
市
民
綱
引
き
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
１
月
1
9
日
間
、
午
前

８
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
中
学
校

体
育
館
▼
対
象
・
チ
ー
ム
編
成
・
；

１
月
1
9
日
現
在
で
満
1
6
歳
以
上
の

市
民
で
編
成
さ
れ
た
男
子
の
チ
ー

ム
。
監
督
Ｌ
ハ
、
マ
ネ
１
‐
・
ジ
ャ
ー

Ｌ
ハ
、
選
手
Ｉ
人
、
交
代
選
手
―
人

の
合
計
1
2
人
（
監
督
と
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
選
手
か
兼
ね
る
こ
と
が
出

第15回市民カルタ大会

あなたを守る110番



1986年（昭和61年）1月11日発行(4)宇治市政だより第725号

－ミー

　
市
民
の
健
康
と
生
活
を
守
る
国
民
健

康
保
険
事
業
（
国
保
）
が
、
膨
ら
む
赤

字
で
深
刻
な
事
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
度
決
算
で
は
、
四
億
六

千
三
百
万
円
に
も
及
ぶ
実
質
累
積
赤
字

と
な
り
、
更
に
今
年
度
（
六
十
年
度
）

の
医
療
費
の
伸
び
率
も
、
当
初
見
込
み

を
既
に
大
き
く
上
回
り
、
こ
の
ま
ま
赤

字
が
増
え
続
け
る
と
国
保
事
業
の
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
5
9
年
度
の
実
質
累
積
赤
字

　
４
億
６
千
３
百
万
円
に

　
自
営
業
者
や
年
金
受
給
者
な
ど
、

会
社
や
事
業
所
の
健
康
保
険
の
対

象
に
な
ら
な
い
人
が
加
入
す
る
国

民
健
康
保
険
（
国
保
）
。
現
在
宇
治

市
国
保
に
は
、
全
市
民
の
二
Ｉ
％

に
当
た
る
約
三
万
五
千
人
（
一
万

三
千
七
百
三
十
世
帯
）
が
加
入
し

て
い
ま
す
。
そ
の
内
、
七
十
歳
以

上
ま
た
は
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た

き
り
老
人
を
対
象
と
し
た
老
人
保

健
法
の
適
用
者
は
、
四
千
百
三
十

三
人
で
加
入
者
全
体
の
二
・
八

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
宇
治
市
国

保
特
別
会
計
決
算
で
は
、
単
年
度

で
一
億
五
千
四
百
四
万
円
、
累
積

で
三
億
六
イ
エ
八
百
二
万
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。
更
に
、
六
十
年

度
に
嘉
之
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

国
庫
負
担
金
な
ど
を
加
え
た
実
質

累
積
赤
字
は
、
四
億
六
千
三
百
万

円
に
も
上
っ
て
い
未
丁
。

　
　
　
赤
字
の
原
因

　
赤
字
の
原
因
の
一
つ
は
、
五
十

九
年
十
月
か
ら
国
の
制
度
が
変
わ

り
、
国
の
補
助
金
の
率
が
削
減
さ

れ
た
こ
と
、
二
つ
に
は
歳
出
の
約

九
五
％
を
占
め
る
医
療
費
総
額
が
、

最近の月別医療費の伸び率（図③）

　　　　　　　　　（前年同月比）

ノ
，／

ハ／
Ａ　／Ｕ
／＼ノ　゛
Ｋ

Ｉ％
2
5
　
2
0

く

15

１

詐　6多

　10 11 12 1　２　３　４　５　６　７　８　９月

‐
―
―
―
1
1
1
1
1
S
1
1
1
1
－
Ｉ
１

五
土
八
億
九
千
五
百
六
十
八
万
円

と
、
非
常
に
高
く
な
っ
た
た
め
で

す
。
こ
の
総
医
療
費
を
国
保
加
入

者
一
人
当
た
り
に
直
す
と
、
平
均

土
八
万
四
千
百
九
十
三
円
に
な
り

ま
す
。
全
国
平
均
と
比
較
（
図
①
）

す
る
と
、
五
十
八
年
度
で
は
全
国

平
均
十
三
万
五
百
六
十
円
に
対
し
、

本
市
で
は
十
五
万
八
千
九
百
八
十

二
円
と
二
回
八
部
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
老
人
保
健
法
適
用
者
の

一
人
当
た
り
の
医
療
費
（
図
②
）
は
、

五
十
八
年
度
全
国
平
均
四
十
三
万

六
千
五
百
三
十
四
円
に
対
し
、
本

市
で
は
六
十
四
万
八
エ
八
百
二
十

九
円
と
全
国
平
均
よ
り
四
八
・
六

妬
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
入
院
医
療
費
で
は
、
全
国
平
均

よ
り
友
一
）
・
二
％
も
高
く
、
全
国

の
市
の
中
で
十
四
番
目
に
高
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
6
0
年
度
の
医
療
費

　
再
び
急
上
昇

　
こ
の
ま
ま
赤
字
額
が
増
え
続
け

る
と
国
保
事
業
の
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
る
た
め
、
六
十
年
度
は
五
十
九

年
度
ま
で
の
実
質
累
積
赤
字
額
四

億
六
千
三
百
万
円
を
凍
結
す
る
と

共
に
、
国
の
補
助
金
削
減
に
よ

る
影
響
で
生
じ
る
赤
字
分
節
陛
い

　
医
療
費
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
節
約
出
来
ま
す
。
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
’

▽
日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理
に
努

　
め
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、

　
散
歩
や
体
操
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ

な
ど
、
自
分

の
体
力
に
合

っ
た
運
動
を

　
原
を
行
ラ
た
め
、
定
期
的
に

　
健
康
診
断
を
積
極
的
に
受
け

　
ま
し
ょ
う
。

▽
症
状
の
経
過
が
思
わ
し
ぐ
な

　
い
か
ら
と
、
医
者
を
転
々
と

節
約
出
来
ま
す
　
医
療
費

に
よ
シ
な
診
察
、
検
査
、
投

薬
か
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
た
び
に
Ｅ
療
費
は
二
倍
、

三
倍
と
増
え
て
い
く
こ
と
に

な
り
未
了
。
ま
た
、
治
療
効

　
　
　
　
　
　
　
果
も
あ
が

　
　
　
　
　
　
　
ら
な
い
こ

医
者
を
転
と
し
な
い

　
し
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

　
た
食
生
活
や
十
分
な
休
養
を

　
と
る
ぷ
っ
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
回
ぶ
の
早
期
発
見
・
早
期
治

て
、
六
十
年
度
の
医
療
費
の
増
加

見
込
み
額
に
見
合
う
分
に
つ
い
て

保
険
料
奪
吹
定
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
六
十
年
度
の
医
療
費

は
、
一
六
十
年
四
月
か
ら
几
月
ま
で

の
半
年
間
で
、
五
十
九
年
度
に
対

す
る
伸
び
率
が
一
二
・
八
％
と
当

初
見
込
ん
で
い
た
八
％
を
大
守
ｙ

上
回
っ
て
い
ま
す
（
図
③
）
。
こ
の

原
因
と
し
て
一
つ
は
、
入
院
件
数

や
日
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
入

院
に
関
す
る
医
療
費
が
一
六
・
九

％
も
増
え
て
い
る
こ
と
、
二
つ
に

は
、
六
十
年
三
月
に
実
施
さ
れ
た

高
騰
し
続
け
る
医
療
費

国民健康保険

平均医療費(1人当たり)の推移
(・57年度分は、年度途中から老人保健法施行のため推計)

度
　
　
度
　
　
度
　
　
度
　
　
度
　
　
度
　
　
度
　
　
度

年
　
　
年
　
　
年
　
　
年
　
　
年
　
　
年
　
　
年
　
｀
年

5
2
　
　
5
3
　
　
5
4
　
　
5
5
　
　
5
6
　
　
5
7
　
　
5
8
　
　
5
9

老人ami上またはm以上の寝

たきり老人)の平均医療t(隠)

　　｢‾‾¬全国平均

　　I―コ宇治市

変
え
た
り
、
む
や
み
に
薬
を

求
め
た
り
す
る
よ
ラ
な
受
診

を
や
め
ま
し
ょ
う
。

医
者
を
変
え
る
ご
と
に
、
同

医
療
費
の
改
定
の
影
響
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
高
額
医
療
費
・
老
人
の
医
療
費

　
こ
ん
な
例
も
…

　
五
十
九
年
度
中
で
１
ヵ
月
間
の

入
院
医
療
費
の
最
高
額
は
、
六
百

二
十
万
五
千
四
百
五
十
円
と
い
う

の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

高
額
の
医
療
費
の
場
合
で
も
、
七

割
（
退
職
者
医
療
費
制
度
該
当
者

は
八
割
）
に
相
当
す
る
四
百
三
十

四
万
三
千
八
百
十
五
円
は
国
保
が

医
療
機
関
へ
支
払
い
、
残
り
の
三

割
（
退
職
者
医
療
制
度
該
当
者
は

二
割
）
に
相
当
す
る
百
八
土
八
万

一
ヱ
ハ
亘
二
十
五
円
か
一
時
本
人

負
担
と
な
り
毒
了
。
た
だ
し
、
こ

の
本
人
負
担
の
う
ち
五
万
一
千
円

度
　
　
度
　
　
度
　
　
度
　
　
度
　
　
度
　
　
度
　
　
度

年
　
　
年
　
　
年
　
　
年
　
　
年
　
　
年
　
　
年
　
　
年

5
2
　
　
5
3
　
　
5
4
　
　
5
5
　
　
5
6
　
　
5
7
　
　
5
8
　
　
5
9

　
と
に
な
り

　
ま
す
。

▽
休
日
や
夜

間
、
時
間
外
に
受
診
す
る
と

割
増
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

急
病
の
場
合
以
外
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

　
（
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
は
三

万
円
）
を
超
え
る
差
額
の
百
八
十

一
万
六
百
三
十
五
円
は
、
高
額
医

療
費
と
し
て
後
日
、
国
保
か
ら
禾

人
に
支
払
わ
れ
る
の
で
、
結
果
的

に
は
五
万
一
千
円
の
本
人
負
担
で

済
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

老
人
保
健
法
の
適
用
か
受
け
て
い

る
お
年
寄
り
の
医
療
費
に
つ
い
て

も
、
通
院
の
場
合
は
一
医
療
機
関

に
つ
い
て
Ｉ
ヵ
月
に
四
百
円
、
入

院
の
場
合
は
二
ヵ
月
間
を
限
度
に

一
日
三
百
円
か
禾
人
が
負
担
す
る

だ
け
で
、
残
り
の
医
療
費
は
国
保

や
健
康
保
険
な
ど
が
医
療
機
関
へ

支
払
い
ま
す
。
も
し
、
健
康
保
険

が
無
け
れ
ば
医
療
費
全
額
が
本
人

負
担
と
な
り
、
生
活
の
崩
壊
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
適
正
医
療
で

　
制
度
の
健
全
化
を

　
国
保
は
お
互
い
に
保
険
料
盈
出

見
□
、
医
療
費
の
負
担
公
緩
和

し
よ
う
と
す
る
相
互
扶
助
の
制
度

で
す
。
医
療
費
が
増
え
れ
ば
保
険

料
負
担
の
増
大
に
も
つ
な
が
っ
て

来
ま
す
。

　
市
で
は
、
国
や
府
に
補
助
金
の

増
額
を
強
く
要
望
し
た
り
、
宇
治

久
世
医
師
会
と
話
見
９
ワ
な
ど
、

国
保
事
業
運
営
の
健
全
化
に
向
け

て
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
も
日
ご
み
か
ら
健
康
管
理

に
努
め
、
医
療
費
の
削
減
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
国
保
制
度
を
守
る

の
は
、
被
保
険
者
自
身
な
の
で
す
。

国保半日人間ドック

　
成
人
病
の
早
期
発
見
、
早
期

予
防
を
図
る
た
め
、
国
保
に
加

入
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
半

日
人
間
ド
″
ク
の
検
診
料
補
助

制
度
を
設
け
て
い
未
了
。

　
昭
和
六
十
年
度
の
検
診
日
は
、

六
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
定

　
冬
将
軍
の
到
来
と
と
も
に
増

え
て
来
る
の
が
、
ク
シ
ャ
ミ
、

頭
痛
、
発
熱
な
ど
の
症
状
を
伴

っ
た
「
風
邪
」
。
冬
の
風
邪
の

三
分
の
二
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
（
流
行
性
感
冒
）
で
、
原
因
は

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
時
で
も
体
の
低
抗
力
の

員
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

　
受
診
を
ご
希
望
の
人
は
、
印

鑑
と
保
険
証
を
持
っ
て
保
険
年
’

金
課
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

▼
対
象
・
・
・
検
診
日
以
前
に
引
き

　
続
き
宇
治
市
の
国
保
に
１
年

　
以
上
加
入
し
て
い
る
人
で
、

　
4
0
歳
以
上
6
5
歳
禾
満
の
人
（

　
昨
年
度
に
こ
の
制
度
か
莉
用

　
し
た
人
は
除
く
）
。

▼
費
用
・
・
・
検
診
料
の
７
割
を
補

　
助
。
本
人
負
担
は
、
男
性
＝

　
　
一
万
一
千
四
百
円
、
女
性
９

　
　
一
万
二
千
三
百
円
。

▼
実
施
病
院
・
：
京
都
第
一
赤
十

　
字
病
院
。

有
無
が
発
病
す
る
か
ど
フ
か
に

大
＊
)
V
左
右
１
　
　
ま
す
。

　
日
ご
み
石
も
ウ
イ
ル
ス
に
勝

つ
た
め
の
十
分
な
体
力
づ
く
り

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
風
邪
の
予
防
は
、
①
ラ
が
い

か
ず
る
②
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
手
を
通
じ
て
も
感
染

す
る
の
で
石
け
ん
と
流
水
で
手

を
よ
ぐ
洗
う
。

　
風
邪
を
ひ
い
た
ら
、
①
早
め

に
安
静
②
入
浴
、
喫
煙
は
控
え

る
③
栄
養
価
が
高
く
、
消
化
の

良
い
も
の
聚
食
べ
る
④
症
状
が

思
わ
し
ぐ
な
い
場
合
は
、
早
め

。
に
医
師
に
か
か
る
こ
と
。

　
今
年
の
冬
は
、
試
邪
知
Ｑ
ｙ

で
心
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

546

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行

早
め
の
安
静
が
第
一

受診者を募集中
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